
評価・管理に関して

・より実環境に近い試験系による試験方法の開発

・一過性の散布の場合の回復性の評価

・急性毒性試験での他の生物種の導入の是非

・慢性毒性の評価の導入の是非

・複数農薬による相加的・相乗的あるいは拮抗的影響

新たな農薬の開発に関してー以下の性質を持った農薬

の開発

・ターゲット以外の生物群に対する毒性が低い

・生分解性などが高い

・水生生物への蓄積性が低い

今後の課題
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